
北見市Ｇ空間情報とＩＣＴの連携活用事業 

提案者 北海道北見市、一般社団法人北見工業技術センター運営協会、北見市医療福祉情報連携協
議会、北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学 

実施地域 北海道北見市 

事業概要 北見市が抱える課題である地震や雪害等災害発生時の迅速な対応、平常時における防犯対
策、認知症徘徊や独居老人などの高齢者問題を解決するため、一斉同報の「メール＠きた
み」やＧＩＳを使った「北まるnet」を導入するとともに、市で取り組むＮＰＯや企業と
連携した「地域支え合い体制つくり事業」のＩＣＴを活用した強化を行う。 

【北見市：ＩＣＴスマートタウンの実現に向けた事業】 

◆安心で住み良いまちづくり 
・災害に強いまちづくり 
・高齢者に暖かいまちづくり 
◆まち経済の活性化 
・新たな雇用の創出 

北見市 

◆様々な災害に対する対策の研究開発 
・雪害・地震との複合災害対策の検討 
・ＧＩＳを利用したシステムの開発 

大学・企業 ＮＰＯ法人・ボランティア・市民 

◆ＩＣＴを利用した地域支え合い体制つくり事業の強化 
・防犯パトロール事業 
・行方不明になった認知症者の捜索事業 
・災害に対する備え啓発事業 

情報共有 

システム利用 

【事業１】防災対策についての研究開発およびセミナの実施事業 
・警報伝達手段や道路解析における実証実験 
・ＩＣＴを利用したＤＩＧの実施（防災訓練）およびセミナ 等 
【事業２】ＩＣＴ利活用した設備の構築および再構築事業 
・多地点ｗｅｂ会議システムの導入 等 
【事業３】Ｇ空間情報配信システムの開発および啓蒙事業 
・Ｇ空間情報配信システムの開発およびセミナ 等 

【既存システムとの連携】 
・「北まるｎｅｔ」 
・「メール＠きたみ」 

【レイヤ２： 
パトロール情報】 

【レイヤ１： 
雪害情報】 

【レイヤ３： 
住基情報】 

スマートフォンやタブレットで 
情報をリアルタイム簡単入力 【地図情報開放レイヤ イメージ】 
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スマートフォンなどでレイヤ（閲覧者のレ
ベル）に適用した情報が入力・閲覧可能 

除雪済み道路情報 

自然災害情報 

防犯パトロール情報 

認知症徘徊情報 

病院等施設情報 

患者情報 

住基情報 

事業連携 

システム利用 
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